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はじめに

� 対象読者

� DevPartner Studioの新機能

� 表記方法

� 補足情報

このマニュアルでは、Compuware® DevPartner Studio®ソフトウェアのインストー  

ル方法を説明します。

対象読者

このマニュアルは、DevPartner Studioをインストールするシングル ユーザーおよび  

コンカレント環境で使用するユーザーを対象としています。

このマニュアルでは、使用方法は説明していません。 使用方法については、オンライ 

ン ヘルプや、製品に付属のユーザーズ ガイドを参照してください。 

このマニュアルでは、ユーザーがMicrosoft Windowsインターフェイスおよび

Windowsソフトウェアのインストールに精通していることを前提としています。  
この前提にあてはまらない場合は、このマニュアルの前にMicrosoft Windowsの 

マニュアルをよく読んでください。 
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DevPartner Studioの新機能

DevPartner Studioバージョン9.0.2には、以下の新機能が導入されました。

� DevPartner Studioは、Microsoft Visual Studio 2008を完全にサポートしていま    

す。 これには、Microsoft Visual Studioを使用して開発されたアプリケーション   

分析の完全サポートや、Visual Studio 2008 IDEへの完全統合が含まれます。

� 64ビット プラットフォームでの32ビットWindowsアプリケーションの開発とテ 

ストがサポートされるようになりました。 WoW64（32ビット エミュレータ）で  

実行される32ビット アプリケーションもサポートされます。 
メモ： 64ビット アプリケーションはサポートされていません。 

� DevPartner XMLデータを活用して開発マネージャやQAマネージャ向けに

HTMLレポートを生成する、コード品質レポート機能が提供されるようになり

ました。 

� DevPartner Studioは、Microsoft Visual Studio 2008のプロジェクト タイプを     

サポートしています。 それぞれのDevPartner機能がサポートするプロジェクト 

タイプは、DevPartnerオンライン ヘルプと『DevPartnerユーザー ガイド』に  

記載されています。

� Windows Server 2008オペレーティング システム上の64ビット プラットフォー    

ムで32ビットWindowsアプリケーションをサポートします。

� 分析用にLINQブロック レベルをサポートしています。

� Visual Studio 2008のAJAX言語機能に対するパフォーマンス分析とカバレッジ  

分析をサポートしています。

� System Comparisonユーティリティでは、2つのスナップショットを比較して表 

示するときにすべての項目を表示できるようになりました。 

� System Comparisonでは、システム構成の診断に使用される比較リストに、以下 

の新規カテゴリ別相違点が追加されました。 

�  .NETセキュリティ ポリシー 

�  ハードウェアの相違点 

�  ユーザー環境 

�  Windows Update 

表記方法

このマニュアルの表記方法は以下のとおりです。

� スクリーン コマンドやメニュー名などは、[ ]で囲んで示します。以下に例を示し  

ます。

[ツール ]メニューから [オプション ]を選択します。
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� ファイル名は等幅フ ォ ン トで示します。以下に例を示します。 
『DevPartnerユーザー ガイド』（Understanding DevPartner.pdf）で説明

します。

� コンピュータのコマンドとファイル名内の変数（ユーザーがインストール時に適

切な値を指定するもの）は、イタリックの等幅フォントで示します。以下に例を

示します。

[移動先 ]フィールドに「http://servername/cgi-win/itemview.dll 」
と入力します。

マニュアルの記載内容に関する注意事項

このマニュアルは、英語版のマニュアルを基に翻訳され、作成されています。そのた

め、日本では販売されていない製品やサポートされていない機能についての記述が含

まれることがあります。

補足情報

機能レベルのオンライン ヘルプを利用して、DevPartner Studioのソフトウェアの機  

能や使用方法を参照できます。

DevPartner Studioのコンポーネントについて、さらに詳しい情報が以下のように提 

供されています。[スタート ]>[Compuware DevPartner]メニューの InfoCenterオプ 

ションから、Adobe Acrobat（.pdf）形式のマニュアルを入手できます。このマニュ 

アルは、DevPartner StudioのDVDにも収録されています。

� DevPartnerのライセンスについては、『Distributed License Managementライ  

センス ガイド』を参照してください。

� DevPartnerソフトウェアの使用方法については、『DevPartnerユーザー ガイド』 

を参照してください。。

� 『DevPartner Studioクイック リファレンス』は、DevPartnerの機能の概要を提  

供します。製品をすぐに使用するためのアドバイスも記載されています。

� 『DevPartnerエラー検出ガイド』では、CompuwareのDevPartnerエラー検出ソフ

トウェアの使用方法を理解できるように、コンセプトと手順について説明します。

� Known Issues（既知の問題）のファイルには、DevPartner Studioの既知の問題  

とテクニカル ノートが入っています。このファイルは、インストール ディレク  

トリに配置されています。DevPartner ReadMeファイル内のリンクを使用して、 

最新のKnown Issuesファイルにアクセスすることもできます。
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第1章

DevPartner Studioのインストール

� システム要件

� サポートされている環境

� ライセンス ファイルの取得

� DevPartner Studioのライセンスについて

� ファイアウォール アラームのトリガー

� インストールされる機能

� インストール

� DevPartner Studioインストールのトラブルシューティング

� DevPartnerコード レビューのカスタム ルールとユーザー設定の

移行

この章では、Compuware® DevPartner Studio®ソフトウェアのシステム要件と、 

インストールについて説明します。

システム要件

DevPartner Studio 9.0.2（すべてのエディション）に必要な最小構成は、以下のとお  

りです。

表 1-1. ハードウェア 

プロセッサ 1.0GHz Pentiumクラスのプロセッサ（32ビット）

2.0GHz Intel EM64T、またはAMDx64プロセッサ（64ビット）

メモリ 512MB（32ビット）

1GB（64ビット） 

ディスクの空き容量 2GB
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サポートされている環境

DevPartner Studioは、以下の環境のリリース バージョンをサポートしています。 
メモ：サポートされている言語およびプロジェクト タイプの総合一覧は、

『DevPartnerユーザー ガイド』の「付録B」を参照してください。

ディスプレイ 1024x768、16ビット カラー 

その他 CDドライブ 

表 1-2. オペレーティング システム

オペレーティング システム エディション ブラウザおよび IIS 

Windows XP（SP2とSP3）

（32ビットと64ビット）

Professional、Tablet PC IE 6.0 

IIS 5.1

Windows Server 2003 
（SP1とSP2）

（32ビット）

（*64ビット）

Standard、Enterprise、Web

 

*StandardとEnterpriseのみ

IE 6.x、7.0

IIS 6.x、7.0

Windows Vista（SP1）

（32ビットと64ビット）

Business、Enterprise、
Ultimate

IE 7.0

IIS 7.0

Windows Server 2008

（32ビットと64ビット）

Standard、Enterprise IE 7.0

IIS 7.0

表 1-1. ハードウェア （続き）

表 1-3. Visual Studioとの統合 

バージョン エディション .NET Framework

Visual Studio 2008 Professional Edition、Team Edition 
for Software Architects、Team 
Edition for Software Developers、
Team Edition for Software Testers、
Team Suite 

.NET Framework 3.5 

（Compact Frameworkは 

サポートされていません）
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* 詳細については、「Microsoft .NET Framework」（3ページ）を参照してください。

各環境にインストールされる機能の詳細については、「インストールされる機能」（6
ページ）を参照してください。サポートされているすべてのVisual Studioテクノロ 

ジの詳細については、『DevPartnerユーザー ガイド』を参照してください。

Microsoft .NET Framework 

DevPartner Studioを使用するには、ホスト マシンにMicrosoft .NET Framework 
1.1がインストールされている必要があります。Frameworkは、DevPartner Studio
に必要なシステムレベルのコードを提供します。インストール中、DevPartner 
Studioによって、マシンに .NET Framework 1.1がインストールされているかどう

かがチェックされます。見つからない場合は、インストール中にDevPartner 
Studioによって追加されます。.NET Framework 1.1は、.NET Framework 2.0、
.NET Framework 3.0、.NET Framework 3.5と共存します。 

ライセンス ファイルの取得

DevPartner Studioソフトウェアは、14日間の評価期間を超えて使用する場合、コン 

ピュウェアのライセンス ファイルが必要です。ライセンス ファイル（license.xml）  
は、購入したDevPartner Studioのライセンスごとにコンピュウェアより提供され 

ます。 

ライセンス ファイルは、製品が届く頃を見計らって、注文時に指定されたお届け先に 

メールで送られます。 
メモ： DevPartner Studioを代理店からお求めになった場合は、コンピュウェア

のWebサイト（http://frontline.compuware.com/sw/
license_default.asp）にアクセスするか、Worldwide License 
Management（1-800-538-7822）にご連絡いただき、ラインセンス  
ファイルをリクエストしてください。

Visual Studio 2005
（BaseとSP1）

Professional Edition、Team Edition 
for Software Architects、Team 
Edition for Software Developers、
Team Edition for Software Testers、
Team Suite（64ビット環境は 

サポートされていません） 

.NET Framework 2.0
（BaseとSP1）、3.0* 

（Compact Frameworkは 

サポートされていません）

Visual Studio Team 
Foundation Server

該当なし 該当なし

表 1-3. Visual Studioとの統合 （続き）

バージョン エディション .NET Framework
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インストールとライセンス管理についての詳しい情報は、『Distributed License 
Managementライセンス ガイド』に記載されています。 

ライセンス管理ユーティリティを実行し、コンピュウェアから受け取ったライセンス

ファイルをインストールします。このユーティリティはWindowsの [スタート ]メ
ニューから起動します（[Compuware]>[ライセンス管理 ]>[ライセンス管理ユーティ

リティ ]を選択）。14日間の評価期間は1回限りなので注意してください。 

DevPartner Studioをインストールしたいが、まだライセンス ファイルが届いていな  

いという場合は、 日本コンピュウェア、または代理店にお問い合わせください。

DLMを使用する他の製品を利用していて、そのライセンス ファイルと同じフォルダ 

にDevPartner Studioライセンス ファイルを保存する場合は、ライセンス ファイル   

間の競合や結合、置換などが発生しないように、DevPartner Studioライセンス ファ  

イルの名前を変更することをお勧めします。

ライセンス取得済みのコンピュウェア製品があり、ライセンス ファイルを結合する

ことをご希望の場合は、カスタマ サポート（1-800-538-7822）にお問い合わせくだ

さい。

DevPartner Studioのライセンスについて

すべてのDevPartner Studio製品のソフトウェア ライセンスは、コンピュウェアの  

Distributed License Management（DLM）を使って管理されます。 DevPartner   
Studioには、DLMのバージョン4.2が付属しています。ライセンス インストールの 

詳細については、DevPartner Studio DVDに収録されている『Distributed License   
Managementライセンス ガイド』を参照してください。

DevPartner Studioソフトウェアのライセンスについては、以下のことに注意してく 

ださい。

� DevPartner Studioは、以下の3種類のパーマネント ライセンスのいずれかで実  

行できます。

�  ノードロック ライセンス（シングル シート ライセンス）と呼ばれるローカ

ルにインストールするライセンス（ライセンス サーバーのインストールは

必要ありません）

�  ネットワーク サーバーのライセンス マネージャ データベースに保存される

コンカレント ライセンス

�  ネットワークに接続されていないコンピュータで実行するボロー（借用） 

コンカレント ライセンス

� DevPartner Studioは、14日間のトライアル ライセンスを使用して実行できま  

す。14日間の評価期間は、いずれかのDevPartner Studio機能が使用された時点 

で開始します。 
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メモ： System Comparison機能は、DevPartner Studioライセンスの下で機能し

ます。System Comparisonのユーザー インターフェイスを使用すると、

その他のDevPartner Studio機能がインストールされているかどうかにか

かわらず、14日間の評価期間が開始します。ただし、System 
Comparisonサービスだけを起動して使用する場合は、ライセンスは使

用されないため、14日間の評価期間は開始しません。

� DevPartner Studioでは、コンカレント ライセンスについて、30分間のアイドル  

セッション ライセンス タイムアウト ポリシーがサポートされます。コンカレン   

ト ライセンスが統合開発環境（IDE）でホストされるDevPartner Studio製品に  

対して使用されている場合、30分間にわたってDevPartner Studio機能が使用さ 

れないと（アクティブな分析セッションが存在せず、開いているセッション ファ 

イルも存在しない）、ライセンスは解放され、ライセンス プールに戻されます。

� リモート マシンからデータ収集を行うには、DevPartner StudioにDevPartner  
リモート サーバー ライセンスが必要です（リモード データ収集用のインストー   

ルとライセンスを参照）。 

� Windowsのターミナル サービス接続を経由してDevPartner Studioを実行する  

と、1ユーザーにつき1つのコンカレント ライセンスが使用されます。ノード 

ロック ライセンスは、ターミナル サービス接続を経由した使用をサポートしま  

せん。

� Windowsのリモート デスクトップ接続を経由してDevPartner Studioを実行す  

ると、1つのコンカレント ライセンスまたはノードロック ライセンスが使用され  

ます。

� Continuous Integrated Testingソリューションなど、特定のバンドル製品の一部  

としてDevPartner Studioを購入した場合、バンドル製品に含まれているすべて 

の製品を、1つのライセンスで同時に使用できます。

� DevPartner Studioでは、利用可能なすべてのライセンス パスを使って、ライセ  

ンス情報を検証します。DevPartner Studioの起動が非常に長くかかる場合は、 

有効なライセンス パスを入力したかどうかを確認してください。

リモード データ収集用のインストールとライセンス

リモート システム上でアプリケーションのコンポーネントを実行すると、リモート 

マシンからパフォーマンス分析、カバレッジ分析、メモリ分析のデータを収集して、

DevPartner Studioがインストールされているユーザー／クライアント マシンでそ  

のデータを表示することができます。リモート データを収集するには、リモート デー  

タを収集する各リモート マシンについて、DevPartnerリモート サーバー ライセン   

スを購入するか、コンカレント リモート サーバー ライセンスを1つまたは複数購入   

します。
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ファイアウォール アラームのトリガー

DevPartner Studioは、Visual Studioで実行されている場合でもDPAnalysis.exe  

から実行されている場合でも、リモート マシンからセッション データを収集するた  

めに以前にインストールされたサービスに接続します。 このサービスは、インタープ 

ロセス通信トラフィックをリスンします（インターネット アドレス0.0.0.0、ポート 

18441）。 一部のファイアウォールでは、このサービス接続によりアラームがトリガー 

されます。このアドレスを信頼できるアドレスとしてファイアウォールを設定する

と、アラームがトリガーされなくなります。ファイアウォールのセキュリティ レベル 

を最高に設定している場合は、DevPartner Studioがリモート データ収集を実行でき  

ないことがあります。この場合はファイアウォールを再構成し、アドレス0.0.0.0、
ポート18441でのデータ交換を有効にしてください。

インストールされる機能

DevPartner Studio Enterprise Editionの機能

DevPartner Studio Enterprise EditionにはProfessional Editionのすべての機能の    

ほかに、TrackRecordとReconcileも含まれています。

TrackRecordとReconcileをインストールする方法については、DevPartner Studio 
Enterprise Edition DVDを参照してください。 TrackRecordマニュアルとReconcile   
マニュアルはAdobe Acrobat（.pdf）形式です。 

� 『TrackRecord Installation & Configuration Guide』は、TrackRecordをインス    
トールまたは設定する管理者を対象にしたマニュアルです。

� 『Reconcile Installation and Configuration Guide』は、Reconcileをインストー    

ルまたは設定する管理者を対象にしたマニュアルです。 

DevPartner Studio Enterprise Editionの詳細については、『DevPartnerユーザー ガ    

イド』のDevpartner Studio Enterprise Editionについての章を参照してください。 

DevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suite

DevPartner Studio のパフォーマンス分析、カバレッジ分析、エラー検出機能は、 

DevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suiteでインストールされます。 これら      

の機能は、Microsoft Visual Studio 2005とVisual Studio 2008 IDEの両方で使用で      

きます。
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Visual Studioのside-by-side実行

DevPartner Studioインストール プログラムがターゲット コンピュータ上にVisual   
Studio 2005とVisual Studio 2008の両方を検出した場合は、DevPartner Studioソ    

フトウェアが両方の IDEにインストールされます。このダブル インストールによっ 

て、両環境で同時にコードを開発することができます。 

DevPartner Studio のインストール後にVisual Studio 2005 または2008 をインス   

トールした場合は、いつでもDevPartner Studio インストールを修正できます。 

DevPartner Studioインストールの修正の詳細については、第2章、「インストールの 

保守」を参照してください。

インストール

このセクションでは、インストールの準備情報を示したあと、DevPartner Studioの 

インストール手順を説明します。

インストールの準備

DevPartner Studioのインストールを実行する前に、以下のことに注意してください。

� Visual Studio 2005またはVisual Studio 2008 Team SystemでDevPartner 
Studioを使用する場合は、DevPartner Studioをインストールする前にVisual 
Studio Team Explorerをインストールします。

� DevPartner Studioを使用するには、Internet ExplorerとMicrosoft Script 
Debuggerが必要です。インストール中、これらの製品のサポートされている

バージョンが検出されない場合は、詳細情報のリンクと共にメッセージが表示

されます。

注意： 以前のバージョンのDevPartner Studioをアップグレードする場合は、

そのバージョンのDevPartner Studioをアンインストールする前に、

「DevPartnerコード レビューのカスタム ルールとユーザー設定の移行」

（10ページ）を参照してください。 

DevPartner Studioをインストールするには

1 以前のバージョンのDevPartner Studioを実行している場合は、以前のバー

ジョンのDevPartnerをアンインストールし、マシンを再起動します（既存の

コード レビュー データベースを維持するには、DevPartner Studioをアンイン

ストールする前に「DevPartnerコード レビューのカスタム ルールとユーザー

設定の移行」（10ページ）を参照してください）。

2 Windows管理者（"admin"）権限でアカウントにログインします。DevPartner 
Studioをインストールするには、Windows管理者権限でログインする必要があ

ります。 
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3 ウィルス対策ソフトウェアを無効にします。

DevPartner Studioインストール プログラムで使用するスクリプトによって、

ウィルス対策ソフトウェアが警告を発する可能性があります。DevPartner 
Studioソフトウェアのインストール後、ウィルス対策を再度有効にしてくだ

さい。

メモ：データ実行防止（DEP）設定が/NoExecute=Always Onとして設

定され、CPUのExecute Disable Bitが有効になっているシステムで

は、DevPartner Studioがインストールされないことがあります。  
 

データ実行防止についての詳細は、Microsoftサポート技術情報の文

書番号875352を参照してください。 
 

インストール後に、この設定を変更してAlwaysOnに戻すと、

DevPartner StudioパッケージをVisual Studioにロードできなくなり

ます。

4 DevPartner Studio DVDを挿入し、インストールを開始して、インストールす

る製品を選択します。 DevPartner Studio Professional Editionをインストール

する場合、DevPartner StudioまたはDevPartner System Comparisonをイン

ストールできます。 

5 [Setup Type]ダイアログ ボックスで、インストールするDevPartner Studioの
バージョンを選択する必要があります。

�  DevPartner Studio 8.2： Visual Studio 2005、2003、6.0 と統合されてい

ます。

�  DevPartner Studio 9.0.1： Visual Studio 2008、2005と統合されています。

6 [次へ ]をクリックします。一連の画面に従って、インストール プロセスを進め

ます。

メモ： Windowsインストーラは、substコマンドを使用して作成された仮想ド

ライブへのインストールを禁止しています。 DevPartner Studioは実際の

ハード ドライブだけにインストールしてください。

インストール プログラムによってVisual Studio 2005とVisual Studio 2008が

検出され、デフォルトでは、すべての環境と互換性のあるすべての機能がイン

ストールされます。DevPartner Studioコンポーネントがインストールされな

いようにするには、[コンポーネントの選択 ]画面で、インストールしないコン

ポーネントを選択します。

インストール プロセスの中で、新しいコード レビュー ルール データベースを

インストールするか、既存のルール データベースを使用するかを確認するメッ

セージが表示されます。このオプションは、ルール データベースを共有してい

る場合に役立ちます。以前のバージョンのDevPartner Studioでビルドした

ルール データベースを使用する場合は、「DevPartnerコード レビューのカスタ

ム ルールとユーザー設定の移行」（10ページ）を参照してください。

http://support.microsoft.com/kb/875352
http://support.microsoft.com/kb/875352
http://support.microsoft.com/kb/875352
http://support.microsoft.com/kb/875352
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7 DevPartner Studio Professional Editionのインストール後、DevPartner 
System Comparisonのインストールを促すメッセージが表示されます。これ

は、コンピュータ システム間の相違、または同じコンピュータ上の別の構成間

の相違を特定できるツールです。

デフォルトでは、System Comparisonのインストールが開始されます。 インス

トールの必要がない場合は、キャンセルできます。 
使用しているシステムにSystem Comparisonのアップデート バージョンが存在

する場合は、インストールは行われません。

DevPartner Studioインストールのトラブルシューティング

DevPartner Studioでは、DevPartner Studioインストールの詳細情報としてMicrosoft  
インストーラ（MSI）のログをキャプチャします。そのログを調べれば、インストール

の問題を診断できます。または、コンピュウェアからサポートを受ける場合に、このロ

グをカスタマ サポートのエンジニアに提供することができます。 

DevPartner Studioのインストールに応じて、このファイルはDPSxxinstall.log、 
またはDPVCxxinstall.log（xxはリリース番号）という名前で、以下の場所に配

置されます。 
Windows XPシステムおよびWindows Server 2003システムの場合：

C:¥Documents and Settings¥<user>¥Local Settings¥Temp¥

Windows Server 2008システムおよびWindows Vistaシステムの場合：

C:¥Users¥<user>¥AppData¥Local¥Temp¥DPSxxinstall.log

MSIログのほか、以下の情報を準備してください。

� インストールしているソフトウェアとそのバージョン

� オペレーティング システムとService Pack
� インストールされているDevPartner Studioソフトウェアの旧バージョン 
� 前のバージョンの削除に問題があったかどうか

� MSIログを添付ファイルとして送信できるかどうか

� インストール中に表示されたエラー メッセージの内容 
� 完全な管理者権限のあるアカウントからインストールしたかどうか

� インストールをローカルまたはリモートのどちらで実行したか。リモートで実

行した場合は、使用したソフトウェア 
� インストール前にウィルス対策ソフトウェアを無効にしたかどうか

� DEP設定が/NoExecute=OptInと構成されているかどうか
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DevPartnerコード レビューのカスタム ルールとユーザー設定の移行

以前にDevPartner Studioをインストールしており、コード レビュー ルール データ    

ベースやプリファレンス データベースをカスタマイズしている場合、これらのデータ 

ベース ファイルをDevPartner Studioの現在のリリースに移行する必要があります。  

これにより、アップグレード中に設定が失われることを防止できます。 

DevPartner Studioには、この移行処理を自動化する以下の2つのユーティリティが 

あります。

� crupdaterules.exe ：以前のリリースのルールを現在のリリースのルール

データベースに移行します。

� crupdateprefs.exe： 以前のリリースのユーザー設定を現在のリリースのプ

リファレンス データベースに移行します。 

これらのユーティリティを使用すると、カスタマイズしたルールとユーザー設定が新

しいルール データベースとプリファレンス データベースにそれぞれ移行されます。

移行の準備

1 DevPartner Studioをアンインストールする前に、安全のため、既存の

CRRules.dpmdbファイルとCRPrefs.dpmdbファイルをほかの場所にコピー

します。 
デフォルトでは、以前のバージョンのDevPartner Studioで作成されたデータ

ベース ファイルは¥Program Files¥Compuware¥DevPartner Studio¥ 
CodeReviewに入っています。

メモ： 64ビット バージョンのWindowsへのインストールでは、DevPartner 
Studioは以下の場所にあります。 
¥Program Files (x86)¥Compuware¥DevPartner Studio¥ 
CodeReview.

（DevPartner Studioのアンインストール プロセスにより、ルール データベー

スとプリファレンス データベースのバックアップ コピーが作成されます。デー

タベースのバックアップ コピーを作成せずにすでにDevPartner Studioをアン

インストールしている場合は、自動的に作成されたバックアップ ファイルを使

用できます。このファイルは、DevPartner Studioのインストール ディレクトリ

¥Code Review¥Backupに格納されています）。

2 DevPartner Studioの前バージョンをアンインストールします。

3 DevPartner Studio 9.0.2をインストールします。新しいルール データベースを

作成するか、既存のルール データベースを使用するかを尋ねるメッセージがイ

ンストール画面に表示されたら、新しいルール データベースを作成するオプ

ションを選択します。インストール後は、新しいデータベースが更新されます。
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新しいデータベースは、以下の場所に配置されます。

Windows XPシステムおよびWindows Server 2003システムの場合：

C:¥Documents and Settings¥All Users¥Shared Documents¥ 
Code Review

Windows Server 2008システムおよびWindows Vistaシステムの場合：

C:¥Users¥Public¥Public Documents¥Code Review

4 DevPartner Studio 9.0.2のインストール時に作成された新しい

CRRules.dpmdbファイルとCRPrefs.dpmdbファイルを、手順1で使用した

以外の場所にコピーします。これにより、元のルール ファイルやプリファレン

ス データベース ファイルの上書きを避けることができます。

ルール データベースの移行またはプリファレンス データベースの移行に進み、目的  

の移行を実行します。

ルール データベースの移行

1 コンソール ウィンドウからDOSセッションを開始します。

2 DOSプロンプトで、DevPartner Studioをインストールしたディレクトリに 

移動します。デフォルトでは、DevPartner Studioは¥Program Files¥ 
Compuware¥DevPartner Studio¥CodeReviewにインストールされます。

このディレクトリには、移行ユーティリティも含まれています。

メモ： 64ビット バージョンのWindowsへのインストールでは、DevPartner 
Studioは以下の場所にあります。 
¥Program Files (x86)¥Compuware¥DevPartner Studio¥ 
CodeReview. 

3 このディレクトリから、crupdaterulesというコマンドを入力し、続けて

ルール データベースの以前のバージョンへのパスを指定します。以下に例を 

示します。 
crupdaterules C:¥MyOldRulesDb¥CRRules.dpmdb

使用するコマンド文字列は、移行するルール データベース ファイルの場所を指

している必要があります。また、コマンドは、1行に入力することが必要です。

既存のルールが、新しいDevPartner Studioコード レビュー ルール データベースに    

移行されます。
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プリファレンス データベースの移行

1 コンソール ウィンドウからDOSセッションを開始します。

2 DOSプロンプトで、DevPartner Studioをインストールしたディレクトリに

移動します。デフォルトでは、DevPartner Studioは¥Program Files¥ 
Compuware¥DevPartner Studio¥CodeReviewにインストールされてい

ます。このディレクトリには、移行ユーティリティも含まれています。

メモ： 64ビット バージョンのWindowsへのインストールでは、DevPartner 
Studioは以下の場所にあります。  
¥Program Files (x86)¥Compuware¥DevPartner Studio¥ 
CodeReview 

3 このディレクトリから、crupdateprefsというコマンドを入力し、続けて 

プリファレンス データベースの以前のバージョンへのパスを指定します。 

以下に例を示します。

crupdateprefs “C:¥MyOldPrefsDb¥CRPrefs.dpmdb”

使用するコマンド文字列は、移行するプリファレンス データベース ファイルの

場所を指している必要があります。

既存のプリファレンスが、新しいDevPartner Studioコード レビュー プリファレン   

ス データベースに移行されます。
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第2章

インストールの保守

� 保守モードにアクセスする

� インストールを変更する

� インストールを修正する

� インストールを削除する

保守モードにアクセスする

必須：このセットアップ プログラムを実行する前に、必須ではない Windows プロ

グラムをすべて終了することをお勧めします。 一部の Windows プログラム

は、インストール プロセスに干渉する可能性があります。

Windowsのコントロール パネルから保守モードにアクセスするには、以下の手順を 

実行します。

1 Windowsの [スタート ]ボタンをクリックし、続けて [すべてのプログラム ]> 
[Compuware]>[DevPartner Studio]>[インストールの変更 ]を選択します。 
DevPartner Studioインストール ウィザードが表示されます。

メモ： DevPartner Studioインストール ウィザードは、Windowsの [スタート ]
ボタンからアクセスすることをお勧めします。

2 [次へ ]をクリックします。 [プログラムの保守 ]ページが表示されます。

ウィザードのこのページから、変更、修復、削除の3種類の保守モード オプションに 

アクセスできます。それぞれのオプションの詳細については、この章の該当するセク

ションを参照してください。
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インストールを変更する

製品をアンインストールして再インストールする代わりに、オプションのコンポーネ

ントを追加または削除して、DevPartner Studioのインストールを変更できます。

オプションのコンポーネントを使用して製品を変更する

1 この章の始めに説明した方法を使用して、保守モードにアクセスします。

2 [変更 ]オプションを選択し、[次へ ]をクリックします。 [コンポーネントの選択 ] 
ページが表示されます。コンポーネントの追加や削除はこのページで行います。

3 各機能の隣にあるアイコンをクリックし、以下のいずれかの操作を行うために

適したオプションを選択します。

ヒント : 個々の機能を選択

すると、その機能に関する

説明が [コンポーネントの

選択 ]ページに表示されま

す。 また、このページの [ヘ
ルプ ]ボタンをクリックす

ると、さらに詳しい情報が

表示されます。

�  その機能をローカル ハード ドライブにインストールする。

�  その機能と、サブ機能のすべてをローカル ハード ドライブにインストール

する。

�  インストール時にその機能を選択できないようにする。 このオプションを

選択すると、以前にインストールされたコンポーネントはすべて削除され

ます。

4 [次へ ]をクリックします。 「プログラムを変更する準備ができました」という

ページが表示されます。

5 [インストール ]をクリックします。インストールが開始されます。 セットアッ

プ プログラムにより、適切なコンポーネントが追加、または削除されます。

変更後、コンピュータの再起動を求めるメッセージが表示されることがありま

す。 コンピュータの再起動を求められた場合は、すぐに再起動するか、あとで再

起動するかを選択できます。すぐに再起動することをお勧めします。

6 [完了 ]をクリックして、変更を終了します。

インストールを修正する

DevPartner Studioのインストールが破損して、修復が必要になる場合があります。 

その原因は、不注意による削除やプログラムの破損が考えられます。 DevPartner 
Studioのインストールを修復するには、以下の手順を実行します。

1 この章の始めの「保守モードにアクセスする」で説明した方法を使用して、保守

モードにアクセスします。

2 [修正 ]オプションを選択し、[次へ ]をクリックします。 「プログラムを修復す

る準備ができました」というページが表示されます。

3 [インストール ]をクリックします。インストールが開始されます。 セットアッ

プ プログラムにより、適切なコンポーネントが追加、または削除されます。
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4 修復後、コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示されることがあり

ます。 コンピュータの再起動を求められた場合は、すぐに再起動するか、あとで

再起動するかを選択できます。すぐに再起動することをお勧めします。

5 [完了 ]をクリックして、保守を終了します。

インストールを削除する

コンピュータからDevPartner Studioのインストールを削除する場合は、以下の手順 

を実行します。

1 この章の始めに説明した方法を使用して、保守モードにアクセスします。 

2 [削除 ]オプションを選択します。[次へ ]をクリックします。 [プログラムの削除 ] 
ページが表示されます。

3 DevPartnerコード レビュー ルール データベースのバックアップ コピーを保存

するには、このチェック ボックスをオンにします。 

4 [削除 ]をクリックします。 セットアップ プログラムにより、DevPartner 
Studioのインストールが削除されます。

5 アンインストール後、コンピュータの再起動を求めるメッセージが表示されるこ

とがあります。 コンピュータの再起動を求められた場合は、すぐに再起動するか、 

あとで再起動するかを選択できます。すぐに再起動することをお勧めします。

6 [完了 ]をクリックして、保守を終了します。
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日本コンピュウェア株式会社 

テクニカル・サポートのご案内

オンライン・サポート・サイトFrontLine Japan

コンピュウェアの製品およびサポートに関する追加情報は、FrontLine Japanで提供 

されています。

http://frontlinej.compuware.co.jp 

FrontLine Japanのご利用には事前のユーザー登録が必要です。製品、サポートに関 

する重要な情報も配信されますので、是非この機会にご登録ください。

テクニカル・サービスデスク

営業時間　月～金　9:00～18:00 (祝祭日、弊社休業日は除く）

コンピュウェア製品の利用に関しての技術的な質問やサポートに対するお問い合わ

せ窓口として、テクニカル・サービスデスクを設置しています。

お問い合わせの際は、FrontLine Japanのお問い合わせフォームをご利用ください。 

緊急時には、　フリーダイヤル 0120-188-540 までお電話ください。

テクニカル・サポートの詳しい内容は、FrontLine Japanをご覧ください。

http://frontlinej.compuware.co.jp
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